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A. 目的 

平成 22～25 年度にかけて集積用サーバーを用い、東

洋医学的アプローチを含む、症例集積のデータ化を

行った。 

 

B. 研究方法 

【対象】 

 患者数 75 名（男:54 名、女:21 名）、67.3±13.8

歳を対象に鍼灸治療介入を試みた。 

 傷病名別分類では大腸癌：5名、乳癌:2 名、肺癌：

7名、食道・胃癌：5名、膀胱癌：5名、腎癌：3名、

舌・咽頭癌 1名、卵巣癌 3名、肝癌 1名、膵癌 3名、

その他（前立腺癌 1名、葉状腫瘍 2名、胃潰瘍 2名）

であった。 

【鍼灸治療介入の総括】 

 平成 22 年 7 月から平成 25 年 12 月末までの 75 例（男 54 名、女 21 名）、年

齢 71.5±12.6 歳を対象として、鍼灸治療介入の有用性の検討ならびに適応の

評価を行った。 

  

 傷病別では大腸癌 10 例、乳癌 6例、肺癌 9例、食道・胃癌 17 例、膀胱癌 6

例、腎癌 5例、舌・咽頭癌 6例、卵巣癌 3例、肝癌 2例、膵癌 5例、悪性リン

パ腫 1例、悪性神経性膠腫 1例、葉状腫瘍 2例、胃潰瘍 2例であった。 

 愁訴には、疼痛（癌性疼痛：33 例、その他：28 例）、全身倦怠感 9例、呼吸

苦 3例、しびれ 9例、腸管・蠕動不全 10 例、浮腫 3例、その他 18 例（精神症

状の緩和 2例、肺炎予防 1例、ムカつき 1例、食欲不振 1例、噯気 1 例、痒み

1例、吃逆 1例、心嚢液貯留 1例、めまい 1例）であった。 

 平成 22 年に導入したデーターサーバーシステムを使用し、平成 24 年度に各

項目の再検討・追加を行い、改訂版を作り、上記 75 例の詳細なデータを入力

した 



 

【入力】 

 年齢、性別、傷病名、ステージ（TMN 分類）、現病

歴などの基本情報、、愁訴、東洋医学的所見、治療経

過など統一したレイアウトで入力できるようにした。 

C. 結果および考察 

 平成 22～23 年度のデータ項目よりも、詳細なデ

ータを入力できるようにしたことで、治療に関す

る多くの情報を、本研究に関係する限られたメン

バーと共有できることができた。（参照：資料 1～

3） 
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